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ＰＴＡ総会が開催されました。
５月14日（土），体育館で平成28年度ＰＴＡ総会が開催されました。
１時間目は授業参観でした。私も全教室をまわりましたが，「アクティブ・ラーニング

型授業（ＡＬ型授業）」を実施している先生が多くてビックリしました。また，私の提案
で，全クラスへの配備が完了したばかりの「ＡＬタイマー（SUZUKI スズキ スクールタ
イマー2 STEX-03）」を早速使っている先生も多くいて，嬉しかったです。
９時50分からのＰＴＡ総会の校長挨拶で私がお話した内容の一部を下に掲載します。

●新聞等でご存じのとおり，現在，文部科学省では，高大接続改革の中で「２つの新テスト」
について検討が進められています。１つは，2019年度から新たに始まる「高等学校基礎学
力テスト（仮称）」です。もう１つは，2020年度から現在の大学入試センター試験にかわ
って始まる「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」です。現在の２年次生から，この「新
テスト」を受ける世代となりますが，すでにセンター試験や国公立大学個別試験の出題傾
向が変化するなど，先行して大学入試改革が始まっているように感じております。

●本校では，２つの新テストの最新情報をいち早く入手するとともに，「アクティブ・ラーニ
ング」を積極的に取り入れるなどして，これらの新テストにも早い段階で対応してまいり
ます。私の考える「アクティブ・ラーニング」の目的は，「アクティブラーナー（能動的学
習者）」を育成することです。本校では，「Be a top learner !」の校是のもとで，次の時
代を担う「アクティブラーナー」を育成してまいります。「アクティブラーナー」になると，
毎日が明るく楽しく充実します。そして，「アクティブラーナー」ならば，ＡＩ（人工知能）
等の発達により大きく変化する未来にあっても，柔軟に対応していけると信じております。

●本校では，生徒の皆さんが「夢」を実現できるような教育を提供するとともに，日本の未
来や世界の未来を支えるような「大きな夢」を語れる若者を育てたいと考えております。

本日のＰＴＡ総会には，約８割の保護者の皆様がお見えになりました。極めて高い出
席率だと思います。期待の高さを感じ「より一層頑張らねば」という思いになりました。
本日の体育館の後片付けは，ブライトホール（学習館）で勉強していた５・６年次生

の有志が率先してやってくれました。約30名でスピーディーに片付ける能力と奉仕の精
神に感動しました。並木中等は「人間性」もしっかり育てて来たのだなと思いました。


